
　自然エリア 10 の特徴的な自然環境は「丘陵地にある梅林と薪炭林」です。みなべ・田辺地域は養分に乏しい土地で、
加えて海の近くまで山地が延び、農耕のための平地が少ないという環境であることから、礫質で崩れやすい斜面を利
用して、択伐林であるウバメガシを残しつつ梅林を配置し、400 年以上にわたり高品質な梅を持続的に生産してき
ました。
　梅林が二ホンミツバチの重要な給蜜源になると同時に、梅が二ホンミツバチによって受粉する共生関係が成り立っ
ています。梅林やウバメガシにはハイタカやオオタカが生息するほか、サシバやハチクマ等の猛禽類も多く飛来しま
す。また、梅林とウバメガシが維持管理されることで崩れやすい斜面地の崩落が防がれ、丘陵地一帯の自然環境およ
び多様な生きものの生育・生息環境の保全に繋がっています。
　観梅や収穫、奉納祭、梅を使った伝統的な食文化等も地域の人々の生活に根付いています。古くから梅栽培が盛ん
であった本地域では、その自然資源を活用した文化や産業が継承されてきました。
　本モデルコースでは、梅栽培と炭づくりを中心に、人と自然が共存する豊かな里山環境をみることができます。

急峻な地形に合わせた
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関西の活かしたい自然エリア  エコツアーモデルコース

検索関西広域連合 自然エリア

関西の活かしたい自然エリアに係るお問い合わせ先：

関西広域連合　広域環境保全局 ( 滋賀県 ) 自然環境保全課 

TEL：077-522-5668

「関西の活かしたい自然エリア」とは、優れた自然環境を未来に残し活用するため、関西広域連合が設定した 23のエリアです。

南部梅林ウバメガシ択伐林
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対象となる

自然エリア

和歌山駅解散

①梅の栽培地

和歌山駅集合

マップ・コースルート

午前

午後

②ウバメガシの択伐林

③紀州備長炭発見館

昼　食

コースの想定
　・対応人数　　︓数名～ 20 名程度
　・行程　　　　︓日帰り
　・見頃の季節　︓コース全般︓2 ～ 11 月
    梅林の開園期︓1 月下旬～ 3 月上旬　梅の収穫期︓6 月
　　　　　　　　  ※園地に無断で入らないようお願いいたします。

地理院タイルに訪問地番号を追記して掲載

コースの注意点　
　大型バス利用可。

①梅の栽培地

②ウバメガシの択伐林

③紀州備長炭発見館



　備長炭の原料であるウバメガシは、海に近い山地から
海岸沿いまで多く見られ、「和歌山県の県の木」として
定められています。みなべ・田辺地域では昔から「薪炭
林を残すために、山全体を梅林にしない」という習慣が
守られてきました。炭焼き職人がウバメガシを残しなが
ら森を維持してきたことで、急斜面の山の農地が土砂崩
れなどで荒れるのを防いでいます。この地道な管理・整
備によって山は健全な状態に保たれ、持続可能な農林業
が維持されてきました。
　一時は製炭効率が求められ、原木伐採業者から原木を
購入する炭焼き職人が増えたり、管理が滞ったことでシ
イ類が優占する雑木山や老齢化する原木林が増加しまし
たが、近年は昔からの炭焼き職人自身による伐採を行い、
持続可能な施業に取り組んでいます。
　また、近年増加しているシカの食害がウバメガシ林に
おいても見られますが、択伐施業は伐採後の更新が早く
なるため、シカ食害への対策としても効果があると考え
られています。
●この地域では、紀伊半島南部のみに分布し学術的にも重要と

されている「ウラナミアカシジミ紀伊半島南部亜種」が確認
されています︕この昆虫はウバメガシを食樹としています︕

　和歌山県南部のみなべ・田辺地域は日本一の梅生産地
として有名です。ここには先人の知恵と工夫で作られた

「みなべ・田辺の梅システム」があります（後述）。集落
に住む人々は、品種改良や農法改善、森林資源管理の努
力を惜しまず、400 年にわたってこのシステムを持続
的に維持してきました。
　一方で、紀北・紀中に広がる国内でも有数のモモ、ウ
メの産地では、バラ科の樹木を食害するクビアカツヤカ
ミキリ（特定外来生物）の被害が拡大しています。単一
作物栽培によるリスクを軽減するために他作物との複合
経営等を進めたり、防除の観点からも初期段階の駆除や
生物多様性を高めることに配慮した作物の栽培が望まれ
ます。
＜みなべ・田辺の梅システム＞
○稲作に不向きな斜面に梅を植栽し、草生栽培（そうせ
いさいばい︓除草せず根を利用して土壌を管理する方
法）で土壌流出を防ぎ、有機物の循環もはかる。
○梅林の上の尾根部はウバメガシなどの薪炭林を残して
育て、高付加価値の紀州備長炭の持続的生産と、斜面崩
壊を防ぐ機能を持たせる。
○梅林と薪炭林で育成している二ホンミツバチが花粉媒
介者として梅林との共生関係を築き上げる。
○梅林下のため池は下流部の水田や畑地を潤す。
●「みなべ・田辺の梅システム」は平成 27 年に世界農業遺産に

認定されました︕

和歌山県
　みなべ町 梅の栽培地
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和歌山県田辺市 ウバメガシの択伐林
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　木炭の歴史と文化、科学、製法等についての展示や炭焼き窯の見学等、
紀州備長炭を深く知ることができます。

◆紀州備長炭について
　ウバメガシなどを原料とした固くて良質な白炭（はくたん又はしろ
ずみ）で、料理の加熱・焼き物に最適の材料です。和歌山県は日本有
数の白炭の生産量を誇っており、年間約 1,000 トンを生産しています。
紀州備長炭の品質の高さは、世界中で生産されている木炭の中でも秀
逸で、原料となるウバメガシの存在をはじめ、窯の構造・製炭方法も
品質の高さに影響しています。昭和 49 年、紀州備長炭の製炭技術は、
和歌山県の無形民俗文化財に指定されました。現在は、昭和 45 年に結
成された「紀州備長炭技術保存会」によって技術が継承されています。

紀州備長炭発見館
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和歌山県田辺市
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© 紀州備長炭発見館



自然や文化の保全・活用に携わっている団体等

© みなべ観光協会

その他の訪問先や施設等のご紹介

農家レストラン　みかん畑
都市と農村の交流施設『秋津野ガルテン』内にあるレストランです。
地元で採れる新鮮な野菜を使った、お母さんたちの手づくりの家庭
料理を味わえます。スローフードバイキングは 1 日 100 名限定｡

住所︓和歌山県田辺市上秋津 4558-8
TEL︓0739-35-1199
https://mikan.agarten.jp/

窯出し体験

紀州備長炭発見館に設置されている炭焼き
窯から、焼きあがった炭をかき出すところ
を体験します。まだ煌々と燃え盛る窯の中
から、道具を使って炭をかき出し、素灰（す
ばい・灰と砂が混ざったもの）をかけて冷
ましますが、手で触れるくらいに冷めるま
では 2 ～ 3 日程度を要します。多くの方は、
炎の中から炭をかき出すといった体験のす
ごさに圧倒されます。

炭焼きの工程の中の 6．窯出し・消火が窯
出し体験のプログラムとなります。なお、
体験の日程は 5. 精錬（ねらし）の仕上がり
具合によって決定されるため、数日の余裕
が必要です。
なお、現在、紀州備長炭記念公園では、個
人のお客様の体験の予約は、お受けしてお
りません。

（資料︓紀州備長炭記念公園）

★詳細は各施設にお問い合わせください。

みなべ観光ガイドの会

〒645-0002
　和歌山県日高郡みなべ町芝 742
TEL.0739-33-9310（みなべ町役場うめ課内）
https://www.minabe-kanko.jp/sightseeing/763

みなべ町の自然風土や歴史、文化、ガイドブックには
載っていない楽しい話題、地元ならではの素朴なあっ
たかトークでおもてなしいたします。 観光ガイドは、
あなたとの出会いを心から楽しみにしています。お一
人様から団体様までお気軽にお申し込みください。
　※2 週間前までにお申し込みください。

和歌山県木炭協同組合

〒649-1534
　和歌山県日高郡印南町大字印南 2288 番地の 5
TEL.0738-53-1250

生産者および流通関係者の県の組織として世界に誇
る紀州備長炭の技術の研鑽および伝承、品質の向上
に携わっています。近年は、県と共催で紀州備長炭
の担い手育成を目的とした「やまづくり塾」を開催
しています。
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①の
ガイド可

© 和歌山県

①②の
ガイド可

♦炭焼き前

♦炭焼き

♦炭焼き後

1. 木ごしらえ <1 ヶ月 >

3. 口焼き <1 ～ 2 日 >

6. 窯出し・消火 <2 ～ 3 日 >

2. 窯詰め <1 ～ 2 日 >

4. 炭化 <2 週間 > 5. 精錬（ねらし）<1 ～ 2 日 >

7. 選別・箱詰め
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